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カラム性能の変革

Cadenza CD-C18は新世紀のＬＣ分離を意識して設計されています。従来の伝統的なカラムサイズによる

分離性能は，Cadenzaに置き換えることにより驚くほどの改善が期待できます。

Cadenzaを典型的な従来カラムと比較すると以下のように大別されます。

■高分解能

上記の例のように，同じカラムサイズの場合，従来に比べて約２倍の性能を示すことも可能です。理論段数

が高く，さらに固定相の分子認識能も改善されていますから，同一サイズでも従来にない高性能分離が期

待できます。特に 250 x 4.6 mm カラムは，出荷時平均で 48,000段/カラム という圧倒的な高分解能を発

揮します。

■高速化

ＬＣ分離のひとつのトレンドである「高速化」にも高性能カラムCadenzaが威力を発揮します。

すなわち，従来のカラムよりも短い長さで同等の分離が可能であり，その結果，「分析時間短縮」や「溶媒消

費量削減」，「メソッド開発の効率化」などに極めて有効です。

従来の５μmＯＤＳカラム
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75 x 4.6 mm
13,000段

150 x 4.6 mm

10mM CH3COONH4 / ACN = 61/39
1.0 mL/min
UV at 254 nm

1. 1-Hydroxy-7-azabenzotriazole
2. Acetoaminophen
3. Prednisolone
4. 6-Methylprednisolone
5. Methyl-3-amino-2-thiophenecarboxylate
6. Corticosterone
7. 4-Aminobenzophenone
8. Propyl paraben
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今までの２５ｃｍカラムに

よる分離をさらに向上させたいときに・・・

今までの２５ｃｍカラムの分離を
より高速にしたいときに・・・

今までの１５ｃｍカラムの分離を
さらに向上させたいときに・・・

出荷時平均２８０００段の
ハイパワーカラム。

１本のＯＤＳカラムとしては
世界最高の理論段数を誇るカラム。

今までの１５ｃｍカラムの分離を
より高速にしたいときに・・・
分析時間が約1/2・感度向上・省溶媒

新世紀の標準カラム。


